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『轍
釦
艶
貌
輔
紀
弯
』

地
の
人
鼈
に
観
る
欽
籐
が

近
義
代
史
を
謡
り
だ
す
。

こ
の
夏
、訪
れ
た
重
み
る

期
惑
を
読
う
紀
行
支

監

（刑
務
所
）
の
初
代
典
獄

（監
獄
長
）
の
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ス
ト
月
形
潔
の
名
に
因
む
な

ど
、
旧
駅
と
廃
線
の
名
を
通

し
て
北
海
道
の
歴
史
を
教
え

て
く
れ
る
書
物
で
も
あ
る
。

「
日
本
海
を
め
ざ
す
鉄
道
路

線
」
と
は
う
ま
い
ネ
ー
ミ
ン

い
わ

な

い

グ
だ
。
そ
の
一
つ
の
岩
内
線

は
、
む
か
し
の
お
笑
い
の
「な

ん
に
も
い
わ
な
い
」
で
知
ら

廟
殿
鍔

つ 内
報
録
瀬
訥
勝
鰯
御

で
あ
る
。
岩
内
は
、
夏
目
激

石
が
本
籍
を
置
い
た
土
地
で

あ
り
、
有
島
武
郎
が
親
交
を

深
め
た
画
家

，
本
田
金
次
郎

評
者

廟

肉

昌

乏

歴
史
学
者

。
武
蔵
野

大
学
国
際
総
合
研
究

所
特
任
教
授

北
海
道
は
広
す
ぎ
る
。
そ

し
て
、
知
ら
な
い
廃
線
も
多

い
。
小
構
の
よ
う
な
街
に
も
、

漸卿紳略朝疎手て堂静繊嚇報

明
治
初
期
に
北
海
道
初
の
鉄

道
が
手
宮
と
幌
内
の
間
に
敷

設
さ
れ
た
名
残
だ
。
石
炭
を

積
み
出
す
た
め
で
あ
る
。
著

者
は
、
南
小
構
と
手
宮
と
の

い
ろ
な

い

間
に
あ

っ
た

「色
内
仮
乗
降

場
」
と
い
う
名
を
紹
介
す
る
。

地
元
の
人
酎
で
も
色
内
駅
と

呼
ん
で
い
た
。
日
銀
旧
小
檸

支
店
と
寿
司
屋
通
り
の
近
く

に
あ
る
か
ら
観
光
客
に
も
人

気
が
あ
る
ら
し
い
。
著
者
は

北
海
道
の
事
情
に
精
通
し
て

お
り
、
本
書
は
異
色
の
観
光

案
内
書
に
も
な

っ
て
い
る
。

北
海
道
の
廃
止
さ
れ
た
路

線
の
名
前
を
見
れ
ば
、
終
起

点
を
想
像
で
碁
る
人
も
多
い

そ

つヽ
え

ん

だ
ろ
う
。
桑
園

（札
幌
市
）

と
石
狩
沼
口
を
結
ん
で
い
た

か
ら
椎
漆
フ線

な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
十

津
川
と
石
狩
沼

田
の
間
が
廃
線

に
な
る
と
、
新

し
い
世
代
で
は

札
溜
線
の
名
も

ピ
ン
と
こ
な
く

な

っ
た
。
い
ま
で
は
、
学
園

都
市
線
と
い
う
愛
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
。
新
十
津
川
は
奈

良
県
の
十
津
川
村
住
民
が
移

住
し
ｋ
欄
第
換
落
紳
とら
発
展

し
、
石
狩
月
形
は
樺
戸
集
治

著
者声

頑

俸

筑
摩
選
書
／
１
８
７
０
円

あ
し
は
ら
ｏし
ん
／
４
年
生
ま
れ
。

ノ
ン
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
、経

行
作
家
。
北
海
道
大
学
卒
。
『旅
は

終
わ
ら
な
い
名
ラ
ス
ト
カ
ム
イ
』
他

の
出
身
地
だ

っ
た
。
廃
線
は

思
い
が
け
ぬ
歴
史
の
記
憶
に

も
結
び
つ
く
。

ま

ん

じ

万
字
線
の
名
も
数
十
年
ぶ

り
に
聞
い
て
懐
か
し
か
っ
た
。

直
線
で
い
え
ば
夕
張
に
近
い

が
、
別
に
石
炭
を
運
ぶ
線
が

万
字
炭
山
か
ら
室
蘭
本
線
の

志
文
駅
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

た
ず
」
れ
ら
は
旧
国
鉄
や
ク
ホ

た
ん
こ
つ

ク
タ
ン
ク
こ
と
北
海
道
炭
曖

汽
船
の
盛
麦
と
も
結
び
つ
い

て
い
る
。
わ
ず
か
二
三

。
八

キ
ロ
の
万
字
線
は
、
南
小
構

か
ら
手
宮
ま
で
二

。
人
キ
ロ

の
手
宮
線
の
よ
う
に
、
幻
視

と
郷
愁
を
呼
び
起
こ
す
。
高

倉
健
や
寅
さ
ん
の
映
画
に
北

海
道
の
廃
線
な
ど
線
路
が
し

ば
し
ば
登
場
す
る
の
は
、
自

然
と
歴
史
が
何
気
な
く
交
差

す
る
土
地
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

や
ま
う
ち

，
ま
さ
ゆ
き
／
野
年
、

北
海
道
札
幌
市
に
生
ま
れ
、
小
樟

で
育

つ
。
専
攻
は
中
東

。
イ
ス
ラ

ー
ム
地
域
研
究
と
国
際
関
係
史


